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飛騨民俗村文学散歩道からの景色

撮影者：倉田道生さん（緑ヶ丘町1丁目）
コメント：お散歩コースを変えてみたら、見晴らしのいい場所みつけました。

撮影場所：飛騨民俗村文学散歩道

令和3年度にみなみまちづくり

協議会発足5周年記念事業とし
て開催しました「フォトコンテス

ト」応募作品から選びました。

」
　
　
仏
壇
が
売
れ
な
い
と
い
う
。

∴
．
∵
∴
　
老
舗
仏
壇
店
で
も
春
に
は

「
言
、
㌢
　
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
仏
様
で

三
言
雪
　
は
な
く
、
お
雛
様
や
五
月
人
形

・
・
－
仁
」
　
が
並
ん
で
い
た
。
逆
に
墓
じ
ま

い
や
仏
壇
じ
ま
い
の
相
談
が
あ
る
と
言
う
。

戦
後
民
法
の
家
族
制
度
は
家
よ
り
個
人

中
心
に
な
り
、
大
家
族
は
少
な
く
　
小
核

家
族
が
多
く
な
っ
た
。
葬
式
や
法
事
も
簡

略
化
さ
れ
て
い
く
。
何
か
少
し
淋
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
で
は
そ
の
地
域
の
各
家
庭

や
各
個
人
が
お
互
い
を
知
り
、
過
去
の
つ

な
が
り
を
確
認
し
、
明
日
に
生
か
し
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

時
に
は
立
止
ま
っ
て
、
振
り
返
り
、
ル
ー

ツ
を
辿
り
祖
先
の
生
き
方
や
苦
労
を
思
い

感
謝
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
仏
壇
屋
さ

ん
の
た
め
で
な
く
、
自
分
の
た
め
に
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
方
針
は
二
類
か
ら
五
類

へ
と
緩
め
ら
れ
、
以
前
よ
り
は
自
由
に
外

出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

夏
休
み
の
予
定
は
決
ま
り
ま
し
た
か
。
八

月
十
五
日
は
お
盆
で
終
戦
記
念
日
で
す
。

こ
の
日
は
戦
争
と
平
和
、
そ
し
て
自
分
の

家
は
そ
の
時
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
墓
や
仏

壇
を
掃
除
し
て
少
し
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
が
本
当
に
死
ん
だ
と
言
え
る
の
は
、

そ
の
人
を
思
い
出
す
人
が
居
な
く
な
っ
た

時
だ
そ
う
で
す
。
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
中
林
　
利
数
）
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コ
○
ナ
過
を
乗
り
越
え
て
、
新
た
な
出
発

み
な
み
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
　
三
枝
　
祥
一

平
成
二
十
七
年
二
月
に
発
足
し
た

「
み
な
み
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
　
も
九

年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
さ
ん
ま
で
地

域
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
と
暮
ら
し

や
す
さ
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を
考
え

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
こ
四
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を

受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
第
五
類
に
移
行
し
少
し

ず
つ
平
常
の
状
態
に
戻
っ
て
き
ま
し

た。
今
年
度
は
、
敬
老
会
の
復
活
、
住
民

の
皆
様
の
参
加
型
の
ふ
れ
あ
い
文
化

祭
、
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
に
対
す
る

防
災
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

各
部
で
は
主
に
以
下
の
活
動
を
し
ま

す。地
域
づ
く
り
部

・
情
報
提
供
関
連
事
業

・
町
内
活
動
支
援
事
業

・
外
灯
補
助
事
業

防
災
部

・
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

・
南
中
児
童
へ
の
防
災
教
育

・
災
害
時
の
避
難
所
運
営
訓
練

社
会
教
育
部

・
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん
講
座
開
設

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
等
運
動
事
業

・
各
種
講
座

青
少
年
部

・
子
ど
も
体
験
教
室

・
縁
日
や
夏
祭
り
の
企
画

福
祉
部・

敬
老
会

・
一
円
玉
募
金

・
古
布
回
収

九
月
十
八
日
予
定
の
敬
老
会
で
す
が
、

諸
物
価
高
騰
に
よ
り
、
参
加
者
の
皆
様
に

会
費
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す

ま
た
、
十
一
月
五
日
の
　
「
み
な
み
ふ
れ

あ
い
文
化
祭
」
　
で
は
、
芸
能
祭
へ
の
参
加

や
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
充
実
に
加
え
、
新

し
く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
地
域
の
皆
様
に
は
、
み
な
み
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

風
水
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
風
水
害
空
体
験
会

大
規
模
風
水
害
の
接
近
か
ら
通
過
ま
で
の
二
十
四
時

間
を
リ
ア
ル
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験

し
ま
す
。
風
水
害
に
対
し
、
個
人
と
し
て
社
会
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
が
学
べ
、
実
際
に
風
水

害
の
危
険
に
接
し
た
時
の
対
応
に
役
立
ち
ま
す
。

ア
ロ
マ
講
座

ア
ロ
マ
（
芳
香
）
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
な
ど
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
身
近
に
ア
ロ
マ
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
、
ス
キ
ン
ク
リ
ー
ム
を
作
成
し
て
、
ア
ロ
マ
の
基
本

か
ら
学
ぶ
講
座
で
す
。

子
ど
も
体
験
教
室
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
楽
し
も
う
」

高
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
催
で
、
年
間
三
回
開
催
し
ま
す
。

競
技
と
し
て
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
紹
介
と
実
践
を
行
い
ま
す
。

ウ
イ
ワ
イ
カ
フ
ェ

み
な
み
ま
ち
協
・
新
宮
ま
ち
協
・
三
枝
の
郷
ま
ち
協
が
合

同
で
、
N
P
O
法
人
飛
騨
高
山
わ
ら
べ
う
た
の
会
へ
委
託

し
て
年
六
回
開
催
し
ま
す
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
と
お
母
さ

ん
の
交
流
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
下
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

わ
ら
べ
う
た
の
会
を
ご
覧
下
さ
い
。

u
静
暑
さ
中
人
u
掃
き

Y
巾
○
■
母
だ
巾
で
巾
¢
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令和5年度rみなみまもづくり協議会」運営委員・理事

運 営 委 員 �役　r職 �氏　　名 �町内会 

会　　　　　　長 �三枝　祥一 �八軒町1 

副　　会　　長 �岩島　秀喜 �西町 

副　　会　　長 �保谷　卓也 �八軒町1 

会　　　　　　計 �都竹　良雄 �上岡本町 

地域づくり部長 �丸谷　和俊 �上岡本町 

防　災　委　員　長 �竹腰　幸夫 �西町 
社会教育部長 �遠藤　伸子 �上岡本町 

青　少　年　部　長 �鍋島　晃典 �上岡本町 

福　祉　部　長 �塚田　さち子 �西町 

事　務　局　長 �黒田　久美子 �上岡本町 

監　　　　　　事 �蒲　　敏　夫 �緑ヶ丘町2 

監　　　　　　事 �石　上　　寛 �天満町4 

連合町内会会長 �丸谷　和俊 �上岡本町 

連　合　町　内　会 �大坪　賢一 �緑ヶ丘町2 

連　合　町　内　会 �田中　由泰 �八軒町1 

連　合　町　内　会 �平澤　義則 �天満町56 

連　合　町　内　会 �松山　准也 �花里町5 

理 事 �団体・役職 �氏　　名 �町内会 

スポーツ推進委員 �畑中　良宏 �上岡本町 

青少年育成推進員 �森下　美穂 �昭和町1 

民生児童委員 �平　野　　真 �西町 

地域見守り推進員 �大洞　義博 �松原町 

長　寿　会　長　会 �牛丸　英夫 �上岡本町 

南小学校　校長 �瓜田　恵美 � 
南小学校　育友会 �下垣内　崇 �八軒町1 

市 担 当 職 員 �役　　職 �氏　　名 �町内会 
まちづくり担当職員 �山下　裕孝 �下水道課 

まちづくり担当職員 �森　　真　哉 �農務課 

支　援　職　員 �小原　詩乃 �協働推進課 

事 務 局 �役　　職 �氏　　名 �町内会 事　務　局　長 �黒田　久美子 �上岡本町 

事　務　局　員 �田中　京子 �江名子町 

事　務　局　員 �神　田　　彰 �名田町5 

部 員 �地域づくり部　21名 

（町内会長） 

防　　災　　部　39名 

（自主防災代表・地区防災士） 

社会教育部　31名 

（まちづくり委員・スポーツ推進員・長寿会長会） 

青　少　年　部　31名 

（子ども会育成委員・青少年育成推進員・南小学校校長・ 
南小学校育友会・南地区主任児童員） 

福　　祉　　部　23名 

（まちづくり委員・地域見守り推進員代表・ 
上岡本町女性部代表） 

役　　職 �氏　　名 �町内会 

会　　　　　　長 �丸谷　和俊 �上岡本町 

副会長（庶務） �大坪　　賢一 �緑ヶ丘町2 

副会長（会計） �田中　由泰 �八軒町1 

会　計　監　査 �平澤　義則 �天満町56 

会　計　監　査 �松山　准也 �花里町5 
田口　　忠実 �川原町 

班首禦悶雰 �江黒　修身 �西町 
小林　豪夫 �八軒町2 

嗣肥誠臨深 �桐　山　　正 �八軒町南 

儒谷　孝司 �本町1 

船坂　泰彦 �名田町5 

高　木　　純 �花里町6 

永橋　則明 �名田町4 

干垣内　　順 �天満町4 

竪琴琵確撃軍学 �森　　俊　夫 �花里町4 

南　　責　之 �昭和町1 

・妻泣き章一11塵肺：洞 �中川　俊幸 �昭栄町 

加藤　雅宏 �上岡本町 
怠盛 �清水　弘一 �中岡本町 

西田　　幸雄 �緑ヶ丘町1 

村中　義弘 �松原町 
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南：南小　新：新宮小　中：松倉中
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鼻摘みきちづくり協議会よりお知らせ

日時：令和5年9月18日脚敬老の日
午後0時30分～

会場：高山グリーンホテル

諸物価高騰により、今年度より参加費（1，000円）を徴

収いたします。

町内会に未加入の方で、南地区敬老会に参加を希望

される方は、みなみまち協事務局までご連絡ください。

（参加費：2，000円） 2019年の様子

日時：令和5年11月5日（臼）午前11時30分～

会場：南小学校

芸能発表への出演や作品の展示、フリーマーケットな

ど企画の参加を広く募集いたしますので、みなみまち協

事務局へお問合せください。

誓1
．．．，㌦　○　○

」　二三撃転⊥
2022年の様子

幽凹【虻亘夢金◎汐伊金物紗
みなみまち協では公式LINEアカウントを開設しています。右のQR

コードをスマートフォンで読み取ると、友だち登録ができます。

登録するとみなみまち協から行事の案内などの情報が発信されます。

行事への応募もLINE感覚でできますし、問い合わせも簡単にできます。

ぜひ、友だち登録をお願いします。

回

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●一一一一－一一●一一一一↓、一一－－●●

金歯亀虫髄蜘汐野合○伊◎細的
みなみまち協の行事や会議などに参加すると、ポイント

カードにスタンプを押印します。スタンプが10個になると、

地域で利用できるクーポンや景品などをプレゼントします。
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■年間行事カレンダーの修正

6月に配布しました「みなみまちづくり協議会　年間行事カレンダー」の一部日程が下記
のように変更となりました。

7月19日㈱地区防災計画研修（D■　7月18日㈹地区防災計画研修（D

7月29日出高山謎解きゲーム　■　7月22日出高山謎解きゲーム

12月19日㈹干支飾り作り教室　■　削除（12月9日出と重複していました。）

連絡先　　　　　　　　　　顎骨 �禦 

かざ小才ちづくり協議会回 
NE TEL＆FAX0577－34・0114　■Ll 

町内会未加入の方や南地区内の事業
所の方で年間行事カレンダーをご希望
される場合はみなみまちづくり協議会

事務局までご連絡ください。

梅雨や台風に備えて、各町内会では、消火訓練や防災訓練
をおこなっています。

日中に火災が発生したのを想定し、女性でも初期消火が出
来るように放水訓練も行われました。

（西町町内会で行われた消火訓練の様子）

■
ご
み
処
理
券
回
収
お
礼

令
和
四
年
度
無
料
ご
み
処
理
券
　
（
紫
色
）
　
回
収
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

五
月
末
ま
で
に
、
み
な
み
ま
ち
協
へ
二
百
三
十
シ
ー
ト

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
無
料
ご
み
処
理

券
の
百
シ
ー
ト
は
松
倉
中
学
校
P
T
A
へ
、
残
り
百
三
十

シ
ー
ト
を
南
小
学
校
育
友
会
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
五
類
に
分
類
さ
れ
、
様
々
な
規

制
が
媛
和
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
人

の
観
光
客
も
多
数
高
山
を
訪
れ
て
、

コ
ロ
ナ
前
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

お
酒
を
た
し
な
む
機
会
も
戻
り
、
何
年
振
り

か
の
再
会
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
度
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
季
節
外
れ
の
流

行
と
騒
が
れ
て
い
た
り
、
情
報
が
少
な
く
な
っ

て
身
近
に
は
感
じ
な
く
て
も
コ
ロ
ナ
の
感
染
者

は
い
た
り
し
て
、
気
を
抜
け
な
い
日
々
は
続
い

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
例
年
よ
り
早
い
入
梅
や
台
風
の
襲

来
で
風
水
害
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

能
登
で
は
、
地
震
が
続
い
て
い
ま
す
。
何
か
不

安
要
素
ば
か
り
め
だ
っ
て
い
て
、
払
拭
す
る
た

め
に
も
事
前
の
準
備
が
必
要
だ
と
改
め
て
思
い

ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
用
品
は
サ
バ
イ
バ
ル
へ
の
対
応
や

高
い
収
納
性
が
あ
り
、
災
害
時
に
役
立
つ
道
具

が
多
数
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
用
品
を
持
っ
て

い
る
方
は
、
防
災
に
も
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

近
年
、
高
出
力
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
が
注
目

を
浴
び
、
キ
ャ
ン
プ
や
車
中
泊
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
可
動
部
が
無
い
の
で
、
騒
音
も
あ
り

ま
せ
ん
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
の
充
電
も
可
能
で

す
。
上
手
に
使
え
ば
災
害
時
も
役
立
ち
ま
す
。

今
防
災
の
最
先
端
は
、
防
災
の
た
め
に
特
別

に
備
え
る
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
使
用
し

て
い
る
も
の
が
そ
の
ま
ま
災
害
時
に
も
役
立
つ

グ
ッ
ズ
を
日
々
使
用
す
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
食
料
備
蓄
方
法
の
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
法
が
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。


